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第6章 ノモとカンター:「アメリカの正義」への熱狂と憤慨
柏 岡 富 英
1.新 しい ス タ ー の誕 生
1995年7月12日 、元近鉄 バ ッフ ァ17一一ズで現 ロサ ンジェルス ・ドジャー スの野茂 英雄 投手 が、
こ ともあろ うにア メ リカ大 リー グの オー ル ・スター ・ゲー ムの先発投 手 と して登板 し、 しか も
2回 を奪 三振3の 無失 点に抑 え るとい う快挙 を とげた。 野球 ファンは もち ろんの こと、ふ だん
は野球 を見 ない 多 くの 日本 人 も、 この ときばか りはテ レ ビの衛 星 中継 にか じ りつ き、 『日本経
済新 聞』 の春秋 子 の記 した ご と く 「2回 が終わ る と、 ホ ッとす る」 ほ どに、野茂投 手の一 挙 手
一投 足に見 入 ったのであ った。
この 「事件 」 は、五大 紙がすべ て12日 夕刊1面 にカ ラー写 真 で大 き く報 じた うえ、翌 日朝刊
では、 『朝 日』 をのぞ く四紙 が 「社 説」 か 「1面 コラム」(『産 経』 と 『読売 』は両方)で とりあ
げ るほ どの熱 の入 れよ うで あった。 しか も 『朝 日』、 『毎 日』、 『産経』 が、 夕刊の見 出 しに 「野
茂」 で はな く 「NOMO」 を使 ったのは大変 意味 深 い こ とであ った。 それ は 「産 経 抄」子 の 言
うごと く、彼 が 「ア メ リカ"全 国区"」 に なった こ とを喜 んだ もので ある。 ア メ リガの メデ ィ
アで も 「日本 か らの最 良の輸 出品」、 「アメ リカ人 はほ とん ど忘 れか けていた タイプのス ポー ツ
ヒー ロー」 とい う評 がな された とい う(い ずれ も 『読売 』、1995年7月13日)。 「NOMO」 は米
国で最 も有名 な 日本 人 となった。
これに先 立つ こ と十 日あ ま り、 も う一 つの 「事件 」が6月29日 の夕刊 と6月30日 の朝刊 で、
ほぼ同様 の扱 いを受 けて い る(五 大紙全部 が29日 夕刊1面 トップ と30日 朝刊 の社 説、 『読売 』と
『毎 日』 をの ぞ く三 紙が 「1面 コラム」)。 い うまで もな く 「日米 自動車 交渉決 着」 であ る。 こ
の前後、 ミッキー ・カ ンター 米国通商代 表は、 日本 で最 も有 名 なア メ リカ人の一人 とな った。
ア メ リカの 国技 であ る 「べ一 ス ・ボー ル」 に単 身乗 り込 ん で、見事 トップ ・プ レー ヤー の座
を獲得 した野茂 と、 ア メ リカ文化 の象徴 で ある 「自動車」 をめ ぐって、あ くまで もタフに アメ
リカの主張 を押 し通 した カン ター は、 はか らず も、互 いに 「最 も重要 なパー トナー」 であ るア
メ リカ と日本 の関係 を具現す るこ ととなっ た。 しか し二 人の具現 者 を見 る 目、二人 の背後 に見
えか くれす るアメ リカ像 には大 きな隔た りが あった。
カ ンター や、彼 の代 表す るア メ リカ政 府 の評判 は、 どう割 り引 いて も芳 し くなか った。「制
裁 を振 りか ざ して譲 歩 を迫 る米国 の一 方的措置」(『朝 日』)や 「ルー ル違 反」(『読 売』)と い った
論調 はすべ て の社 説 に共 通 して いた し、 『産経』 に い たった は 「自らが検事 、裁判 官 とな り死
刑執行 人 まで兼任 す る ような一 方 的制 裁措 置 の発動 」 とまで書 い た。(も っ とも各紙 とも 「喧
嘩両 成敗」 の原則 に則 って、 日本 の非 を指 摘す る こ とも忘 れ なか った。)
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一方野茂投手については、この若者 自身への賞賛は無論のこと、アメリカ社会やアメリカ人
に対する高い評価が 目立った。「才能を素直に評価するアメリカという国の奥行 きの深さ」(『読
売』)、「才能 を愛し個性 を尊重す る社会」(『日経』)、「実績を認め ると最高権威のゲーム先発に
起用するアメリカのフェアさ、懐の深さ」(『産経』)な ど、手放 しの誉めようである。
しか し何かヘンではないだろうか。わずか十 日ばか りを隔てて、同じ新聞が同 じ国に対して、
これほ どまでに違った評価を下す というのは一体 どうい うことなのか。野茂 を受け入れたアメ
リカ社会 をたたえながら、カンター を送 り出 したアメリカ社会のことを思いだ した人は誰 もい
なかったようなのである。少な くとも、十 日前のことに一行でも触れた記事は皆無であった。
これほ ど短時間の間に、これほどまで見事 に評価が逆転す るというのは、 日本人は忘れっぽい、
とい うような単純な話では片づ きそうもない。二つの評価 を一本化せ よ、などという無理難題
を言 うつ もりはない。二つの相反す る評価が、互いに干渉 し合 うことな く併存 していることそ
れ自体が、実に興味深い問題なのだ。
第二に、カンターの交渉手法については 「実はアメリカで も、識者の間では評判が悪い」 と
い う類のこ とが書いてあるのに、野茂については、悪 口を言った りネ タんだ りしている 「識
者」(でも何 でもいいが)」 の話は皆無である。情報収集の偏 りは、むろん、どこにでもあるこ
とだ し、あんなに頑張った野茂に難癖 をつけるなど、趣味がいいとは言えないだろう。それに
しても 「にっ くき」カンター と 「あっぱれ」野茂 とに向けられる視線はあまりにも違いすぎる。
カンターだってアメリカ人(と くにクリン トン大統領支持 の人々や自動車業界)の 間では大 ヒ
ーローに違いはないのだ。私の関心 は、この情報収集の偏 りの背後に何があるのか、二人の ヒ
ーロー を通 して、記者や読者がアメリカ社会に関 して何 を書 き、読み とりたかったのかにある。
しか しその前に、 もう一つ思い起 こすべ き事件がある。
2.「 服 部君射殺事件」
1992年10月 、アメリカに留学中の 日本人高校生が、ハ ロウィーンのパーティーに出かけよう
として家を間違え、その家の主人に不審者 と勘違いされて射殺される事件があった。この 「服
部君射殺事件」について、『産経新聞』の高山正之ロサンゼルス支局長が注目すべ き論評 を書
いている(1)。
高山氏によると、 この事件が 日本で大問題になるにつれ、アメ リカでも 『ニュー ヨー ク ・タ
イムズ』などがこれをとりあげるようになるが、そこには必ず服部君が英語が話せなかった、
す なわち 「フリーズ」 というスラングを知 ちなかったことが誤解の発端であった と指摘 され、
中には彼が、「フリーズ」 というスラングが多用 され る西部劇 を見てお くべ きだった、などと
いう記事 さえあったことは、 日本ではほ とんど知 られなかった。 しか も多 くの 日本人の予想に
反 して裁判所は射殺者のピアーズに対 して無罪の判決 を出 した。
しか しこれに対して 日本では政府 をはじめとして誰 も公式に抗議を表明しなかったばか りで
な く(こ れは、シンガポールでアメリカの少年がイタズラの罰としてむち打ち刑になったとき
のアメ リカの反応 とは大いに違 うと、高山氏は指摘す る)、む しろこの事件 をきっかけにアメ
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リカの善意が結集 して、ついに 「ブレイディ法」 というアメ リカ初の銃規制法が成立 したこと
を高 く評価 した。その裏で 「キャリー ・コンシール ド・ウェポン(CCW)法 」なる法律が成
立 したことに 日本は気づ かなかった。
アメ リカ憲法修正第2条 には市民が銃 を 「持つ」権利 を保証 しているが、銃を 「持 ち歩 く」
ことは犯罪 とされてきた。 ところがCCW法 はこれを合法化 して 「二十一歳以上の成人に実技
テス トを条件に銃所持免許 を与える」法律であ り、現在では全米二十五州で銃の持ち歩 きが公
認されるようになったという。
そこで高山氏は次のように主張す る。 日本 では 「アメリカは立派な国」という 「刷 り込み」
が、 とくに中年以上の人々の問では、なされている。「米国を立派な国だ と信 じあこがれた服
部君の悲劇 … の一端は、米国に対す る特定の刷 り込みをもって意識的にか無意識的にか情
報操作 をした人たちの責任 もあるはずだ。」
むろん高山氏はジャーナ リス トとしての良心に基づいて、 日本のジャーナ リズムの体質に警
告(自 戒)を 発 しているのだが、はたして これはジャーナ リズムだけの問題、「情報操作」を
する側だけの問題なのだろうか。高山氏の言 う 「刷 り込み」(別の言葉で言えば 「ステレオタイ
プ」あるいは 「選択的知覚」)と い う認識枠組みの中では、人はすでに形成されたイメー ジに
合致 したものだけが見える。あるいは、そ ういうものを積極的に探 し求め る。 イメージに合致
しないものは、ただ単に見えないか、見 えたとして も無視するか、あるいは 「例外」 と位置づ
けて、元のイメー ジを維持 しようとす る。それはジャーナ りス トだけではな く、研究者、知識
人一般、 あるいは庶民の間で常に起 こっている。む しろ、それが普通なのであって、よほどの
ことがないか ぎり、それ以外の認識方法は困難だ。見識 と合理性で現実識別 をせ よ、 とい う高
山氏の叱責は立派だが、それがいかにして可能なのか(社 会の 「正 しい」認識 とは何か、そも
そも社会が一つのあるいはい くつか 「原理」によって統合されていると考 えること自体が正当
なのか どうか)、 あるいはそれが どれほ ど実現可能な叱責 なのかについて、私 は深い疑いをも
つ 。
私 が興 味 をもって い るの は、「刷 り込 み」 を排 して 「正 しい」認識 を広 め るこ とでは ない。
またア メ りカが本 当に 「立派 な」国であ るのか ど うか を検証 しような ど とも思 って いない。「ア
メ リカは立派な国」 とい う 「刷 り込み」 が 「見識 と合理性 」の観点 か ら正 しか ろ うと間違 って
い よう と、それ こそがア メ リカをつ き動 か し、 あ るいはア メ リカ人 自身 による現状 批判 の源泉
とな ったので あ り、 ひ るが え って、 日本 が 自らを律す る基準 となって きたのであ る。野茂投 手
や カンター代表、 あ るいは服部 君 を とお してア メ リカや 日本が見 てい る、 あるいは見 たい と思
って いるア メ リカの イメー ジを確か めて い くこ とが 、本稿の 目的で ある。
3.「 さすが に ア メ リカ」 と 「これ で もア メ リカ か」
亀井俊 介氏 は、かつ て 日本 のア メ リカ観 が 「さすが に アメ リカ」 と 「これ で もアメ リカか」
の 間を極 端 に揺 れ動 いて きた、 と書 いた(2)。明治 以来、 そ して と くに第二 次大戦 以来、 ア メ リ
カは 日本 に とって、 よ きにつ け悪 しきにつ け、 「文 明」の最先 端 を象徴 す る国、 自らの モデ ル
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として きた国 であった。福沢諭 吉か ら司馬遼太郎 まで、 中里介 山か ら落合信 彦 まで、 ア メ リカ
を訪 れ た人 も、 ア メ リカを実 際 には見 た こ とが ない人で も、飽 こ とな くア メ リカ社会や文 化 を
論 じ、ア メ リカの政 治や経済 の動 きに一喜一憂 して きたのであ る。 い ま、た とえば駅 前の小 さ
な本 屋 さんに立寄 って文庫や新 書 の棚 を一暼 しただけで、数 十冊 の 「ア メ リカ論」 を直 ちに見
つ け るこ とが で きるだ ろ う。世 界 中の どこに行 って も、 あ る特 定 の国に関す る本が、 これ ほ ど
大 量に、 しか も一般読 者 を対象 に して売 られて い る国は ないだ ろ う。
しか し、 このよ うな 「アメ リカ論」 を読み返 してみ る と、 そ こには、 ご く大 ざっぱに いって
二 つの カテ ゴ リー に分 け るこ とが で きる、 と亀井 氏は言 う。 その一つ が 「『さす がに アメ リカ』
とい った感 嘆賛 同 をこめ た もの」 であ り、他 方、 こ うい ったア メ リカの理 想化 は'「その イメニ
ジ と合 致 しな い現実 のア メ リカに 出合 って幻滅 した人た ちのあ いだに、 『これ で もア メ リカか』
とい う思 い を抱 かせ る こ とに もな った」(3)。亀 井氏 の観察 に よれば、 この よ うな きま りきった
パ ター ンの繰 り返 し以上 に出 るこ とが 難 しか ったのは理 念 に よってア メ リカを見、理 念 によっ
て 日本 と対 比す る態度に由来す る。
日本 は 「なか なか理 念がか っ た国」 なので ある。 しか し実 は観察対象 であ るア メ リカ 自体 も
きわめて理 念的 な国で あるこ とに も原 因であ る とい う指摘 は、 きわめ て重要で あ る。
アメリカ くらい自国のあるべ き性格を内外に誇示 して きた国は、世界に例があるまい。 … こ
うい う自己の理想の誇示はその後 も続いたので、いわば努力目標であるべ き理念が、まるでアメ
リカの現実であるかのごとく外国に伝わることになった。 … 「百聞は一見に しかず」 とい う
が、 日本 人は開国直後か らアメリカの理念 を百聞 し、それによってアメリカのイメージを描 き続
けた。そ して実地を一見 したとき、あるいは実地を見な くても、アメ リカの政治的、社会 的、文
化的な実 際上の行動 を一見 した とき、百聞のイメー ジと少 しでも合えば 「さすがにアメ リカ」 と
賛嘆 し、少 しでも違 えば 「これでもアメリカか」 と憤激 した(4)。
この よ うな理 念先行 型の割 り切 ったア メ リカ解釈 に よって 日本 では
自由平等の国、国際道義の国、キ リス ト教の聖地、機械文明の国、女権 の国などとい う論 と、そ
の逆の人種差別の国、侵略主義の国、金銭万能の国、低俗文明の国、性的退廃の国などという論
が、振 り子のように揺れ るだけで、いわばモデル とな るか、逆モデルとなるのかのどちらかに、
ア メリカはさせ られて きたのである(5)。
この 「さす が」 と 「これ で も」は、 冒頭 にあ げ た 「NOMO」 、「カ ンター」、「服 部 君」 とい
う三 つの事件 の報道 に見事 に表 れ てい る。亀井 氏 は、 この二 つのパ ター ン以外 に も、 「ライフ
としての ア メ リカ」 とで も呼ぶべ き、 よ り柔軟 に、 生 きた形 で アメ リカ を とらえ る試み に も言
及す るが(「 さす が」亀井 氏!)、 その ことは ここでは触 れ ない。 また 日本の側 の 「理 念が か っ
た」解釈 その ものの歴 史的由来 や社 会 的構造 ・機能 ……つ ま り上 の引用で言 えば、 なぜ ア メ リ
カが そ う 「させ られて きた」 のか… … を詳 し く分析 す る余裕 もない。 ここでは 日本 人が ア メ リ
カ人 に よって理念化 され、美化 され て きたア メ リカ観 をか な り単純 に受 け入れ、 あ るいはか な
り単純 に それ に反発 して きたこ と、 を前提 とした上 で、 この理 念化 され、美化 されて きたア メ
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リカ観の内容 を探っていくことにす る。
4.ア メ リカと立身 出世
ア メリカの文化、 とくに大衆文化の重要なテーマは、努力さえすればどんなことでも達成で
き、 どんな人間にもなれるという、 自己変革への信仰 である。い うまでもな くアメ リカは移民
によって成立 してきた国であり、 これは旧世界を後に して海 を越え、新 しい大陸へ移住するこ
とで、自らも新 しい人間になることを意味 していた。 イタ リア系であろうと日系であろうと、
移住が 「祖国」からまとってきた 「民族の属性」は時 とともに失われ、ついには政治的、経済
的、社会的決定要因として意味 をもたなくなるはずであった。
さらに言うと、アメリカへの移住者は必ず しも宗教 的被迫害者 というわけではなかった。宗
教的迫害が動機 となって新大陸に移住 した人々にとって、新 しい宗教的コミュニティーをつ く
り、使命 を全 うす ることが重要であったのはまちがいないが、実は非宗教的な移民(た とえば
イギリス政府によって強制的に送 り出された犯罪者、浮浪者、貧民、スコットランドやアイル
ラン ドの戦争犯や政治犯、 ボルティモア卿の寛大 な土地政策にひかれ、一獲千金 を夢見ててメ
リーラン ドに移住 した移民、さらに19世 紀半ばの 「馬鈴薯飢饉」によってアイルラン ドか ら移
民してきた農民など)に とっては、 自己変革は宗教的移民よりももっと切実で、直接的な動機
であったに違いない。
移民の多 く とくにユダヤ人、イタ リア人、ポーラン ド人など、「熱烈歓迎」 とい うわけ
にはいかなかった人々 が、エ リス島での入国審査の際に名前を変えたことはよく知 られて
いるが、これは彼らが新 しい国で新 しいアイデンティティを獲得 しようとしたことを象徴的に
あらわしている(6)。もっとも、移民審査官が、難 しい名前をうまく書 き取れな くて適当な名前
をでっち上げたこともよくあったらしいが、「改名」が強制的であったか 自発的であったかは、
結果 として新 しいアイデンティティが作に出された ということだけについて見れば、大 した違
いはなかったか もしれない(7)。
フレデ リック ・ジャクソン ・ターナーの有名なテーゼにあるように、「フロンティア」はア
メリカ人の自己形成の根底 をなしている。新 しいアイデンティティを獲得 し、新 しい人間にな
るとい うテーマは、独立革命その ものが達成 しようとしたものであった。S.M.リ ップセッ ト
の本が示す とお り、アメリカは 「世界最初の新興国家」であった。国家その ものが変革によっ
て新 しいアイデンティティを獲得 したと同 じように、 この国への移民 も、 自発的にせ よ他発的
にせ よ、 旧世界での 「ルー ツ」を断ち切 って、「第二の人生」を踏みだし、個人の才能 と努力
によって、億万長者になる夢を見ることができた し、実際にその夢を現実(億 万とまではいか
な くても)と した人は少な くなかった。ホレイショ ・アルジャーが生み出した数 多くの立身出
世物語や 『グレイ ト・ギャッツビー』といったフィクションから、アン ドルー ・カーネギーや
アブラハム ・リンカー ンといった実在の英雄にいたるまで、変身による大成功はつねにアメリ
カ人の心 をわきたたせ、世界中の変身願望者のあこがれの的となって きたのである。世界を席
巻 してきたハ リウッドにしても、立身出世は作品のテーマとして もっともポピュラーであるに
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とどまらず、古 くはチャ リー ・チャップ リンやマ リリン ・モンローから現代のアー ノル ド・シ
ュワルツネ ッガー、シルベスター ・スタロー ン、クリン ト・イース トウッドといった代表的な
スターの人生その ものが、変身による立身出世物語であることは覚 えておかねばならない。
高い社会 的地位 に生 まれつき、裕福 なよい家庭 に育ち、高度な教育を受けたものが、高い社
会的地異 と、大 きな富 と、幸福 な家庭を得るのは当たり前のことであって、そこには夢 やエク
サイ トメン トの要素はない。そういう人は 「アメリカン ・ヒーロー」になれないばか りか、む
しろ不興 を買 うばか りである(8)。固定的な階級社会はアメリカの建国の理念に反す る。何世代
に もわたる移民たちは、 まさにそういう社会に見切 りをつけ、そうではない社会 を目指 してア
メリカを形作ってきたのだから。
アメリカは強者の存在 を否定 しない。む しろ弱者が個人の才能 と努力によって強者に成 り上
がることこそ 「アメリカン ・ドリーム」の神髄なのだ。 しか し、強者が強者のままで固定 され
て しまうこと、社会移動や変化がブロックされて しまうことをアメリカは恐れる。いいかえれ
ば 「アメ リカン ・ドリーム」は、根底において不安定の要素を含んでいる。固定化 の閉塞感が
社会に蔓延 し始めたとき、アメリカはその状況をヒー ローの登場によって打ち破 ろうとする。
西部劇のヒー ローは典型的に、金権や政治権力をのばし固定化 しようとす る組織力暴力に対 し
て、 どこか らともなく現れ、正義が回復されたあ とはどこへ ともな く立ち去 ってい くもの と相
場が決 まっている。さすらいのガンマンが、事件解決後、町の名士におさまるのでは話になら
ないのだ(9)。
1990年 代 のアメリカは、大きな閉塞感に襲われて きた。双子の赤字 と経済全体の停滞、ホー
ムレス、犯罪や麻i薬の蔓延、エイズの恐怖、ベ トナム戦争やウォーターゲー ト事件 を引き金 と
する政治不信の長期化。アメリカの悪夢であった共産主義は一挙に崩れたが、それはいわば敵
が一人で転んだようなもので、アメリカが 「撃ち殺 した」 ものではなか ったし、第一、逆説的
ではあるが、カブ トの緒をしめ るべ き相手、もっと言えば 「スケープ ・ゴー ト」がいな くなっ
て しまったことは、アメリカの志気にとって目出たいとは言えなかった。
「NOMO」 をアメリカの救世 ヒー ローに見立てるのは、いくらなんでも酷だろう。 しか し、
スポーツがアメリカであれほど人気をもっているのは、それが出身階層にかかわ りな く、個人
の才能 と努力の世界だからであ り、お上品と知性の世界に対するアメリカ人の根本的な不信感
をス トレー トに表現できる機会 を与えて くれるか らである。スポーツでは強いヤツが勝つのだ。
このスポーツの世界で、 しか も国技であるべ き野球が、金銭が もとの トラブルで未曾有の長期
ス トライキにはいってしまった。いかにビジネスの国 とはいえ、選手組合 と経営者連合 との諍
いのせいでスポーツが行われな くなるのはファンにとって不愉快であったに違いない。それは、
まが りな りに も 「夢」 を託すことのできる世界が、徹底的に経済の論理に氾されていることを
示す ものであった。繰 り返 しになるが、西部劇の ヒーローの敵は、往々に して東部の大会社 な
のである。
NOMOは 変身による立身出世の ヒーローである。「野茂」が 「NOMO」 にな り、アメリカ
のジャーナ リズムが 「トルネー ド」 という和製ニ ックネームにかわる、もっとアメリカ的なニ
ックネーム探 しに躍起になっているのは、この点からして実に興味深い(10)。
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5.「 タ フ ・ガ イ」
カ ンター の場合 は、 日本 で最 も有名 なア メ リカ人 にな ったけれ ども、野茂 とは様 子が違 う。
カ ンター は 日本 人に とって 「これ で もア メ リカか」 を代表す る存在 であ り、 その背景 には、 自
己利益の ため にはな りふ り構 わず強権 を振 りか ざす、暴 力的支配 者 として のア メ リカが ち らつ
いて いた。 む ろん ヒス テ リックな までの 自己主義 は、 ア メ リカ社会 の内側 で も、 また外交 関係
にお いて も、 アメ リカ最大 の特徴 の一 つで あ る。西部 開拓 史 におけ るマニ フェス ト ・デ ステ ィ
ニーの伝 統か ら 「クー ・クラ ックス ・クラン」 まで、 また キューバ をめ ぐる 「ミサ イル危機」
やベ トナ ム戦争 か ら中国 に対 す る 「人権 」 の押 しつ け まで、世界 を二分 して、 自らは善、 それ
に敵対す るもの を悪 と決 めつ け、「善 」 を押 し通 そ うとす る潔癖症 の二分 性 は、ア メ リカ史の
全体 を貫 いて い る。 フランスの社 会学 者 ミシェル ・クロジェは次 の よ うに述べ る。
絶対的な善 と絶対的な悪 という二分性 「彼 は有 罪か。イエスかノーで答えよ」 の論理
は、答えが ノーであるときには非人間的 であるだけでな く、バ カバ カしい結果をもたらす … 。
ことあるたびに裁判にもちこみ、手続きに執着するという習癖 は、 この二分法の論理によって説
明がつ く。それはまた他人 を理解す るとか、少 し丁寧に他人 とつ き合ってみるとか、あるいは自
分 を他人の立場に置いてみ る … といったことに関す る驚 くべ き無能の源で もある(11)。
ところが この世 に はア メ リカの意 にそわ ない もの す なわち 「悪」 は、当 た り前 の話だ
が、確 かに 存在す るので ある。 自己の 「善」 に絶対 的 な信 頼 をお いた うえで、 そ うい う 「悪」
と対峙 しなければ な らな い とき、 ア メ リカに残 された手 は、 ア メ リカ式 の 「善 」 を相 手に押 し
つ け るか、 それが受 け入れ られ ない ときには相手 を叩 きつぶ すかの どち らか しか ない。
西部 開拓 におけ るフ ロンティアーの経験 が、 この二分 法 の原型 であ ることは疑 いない。 フロ
ンティアー とは、文 明 と、文 明の及ん でいな い 「自然」との境 目の こ とで ある。 しか し 「文 明」
と 「自然」 との関係 はア メ リカへ の移民 の歴史 を通 じて特 異な展開 を遂 げ るこ とにな る。す な
わち、 ヨー ロッパ の伝 統的 な考 えに よれば 「自然」 は、文 明の腐敗 の及 ば ない、神 に よって聖
別 され た場所 であっ た(こ の イメー ジは聖 書に頻繁 に登場す る)。 ピュー リタンた ち も、 ヨー
ロ ッパ文 明の腐敗 を逃 れ て、聖 な る新大 陸 に 「隠れ家」 を求 めて移住 したの である。 しか しイ
ギ リス のラデ ィカル ・ピュー リタニ ズムの神学 の中 には、伝 統的 な 自然観 を覆す萌芽 がす でに
含 まれ ていた。 この新 しい考 え による と、 自然 は キ リス トの再臨 までの間 に、人 間が科 学的探
求や 労動 に よってつ くりかえ るべ き対象 へ と変化 した。 ア メ リカでは 自然 は聖別 された もので
あ るどころか、神 の意志 に従 って開拓 すべ き対 象へ と変化 して い く。 自然 を征服 し文 明 を及 ぼ
す こ とが神 の意志 にか なった、ア メ リカの至上 命令 とな ったの であ る(12)。
この至上 命令一 一 「マニ フェス ト ・デス テ ィニー」 は、19世 紀 の半 ばに西部 開拓が カ リ
フォル ニア に達 し、地理 上の フロンテ ィアが な くなった後 も、 ア メ リカの文化 的伝 統 として根
強 く生 き残 る。 フロンテ ィア は探 そ う と思 えば どこにで も探せ るのだ… … 自然 の中だけ ではな
く、文 明の ただ 中に も、人間の体や精神 の 中に も。 そ して アメ リカの 中だけではな く、 ア メ リ
109
カの外 に も。 都市再 開発や 「貧 困 との 闘 い」、 ジ ョッギ ングや精神 分析 、 あるいは共産 主義 と
の 闘いや 第三 世界へ の開発援:助、 「人権外 交」 な ど、 ア メ リカ を特徴づ け るものの 中に 「現代
フロ ンテ ィア」 とみなす こ とので き るものは数 多 い。「征 服」 の内容や 対象 は変 わ って も、 フ
ロンテ ィア の探究 はア メ リカ文化 の根幹 をな してい るの である。さ らに言 えば、ア メ リカは「ア
メ リカの栄光 」 を及 ぼすべ き 「ワ イル ド ・ウェス ト」 を見 いだ さずに は 「生 きた心地」 が しな
いのだ。 しか も 「ワイル ド・ウェス ト」 はワ イル ドで あれ ばあ るほ ど、 ア メ リカの使命 感や道
義感 を燃 え立 たせ る。 そ うい う逆 境 に雄 々 し く立 ち向か う精神 的 ・肉体 的活力 を失 うほ ど、ア
メ リカ人の ア イデンテ ィティ を損 うものはな い。
ア メ リカは、 あ るが ままの現状 を受 け入れて安 閑 としている こ とが で きないの だ。望 ましい
状況 の実現 に向 けてつね に活動 して いなければ生 きて いけない し、生 きてい る値打 ちがな いの
であ る。 しか もこの使 命感 の達 成は、誰 かに命令 されて行 うのでは な く、 自由 な個 人が 自発的
に行 う もので なければ な らない。ペ リー ・ミラー による とア メ リカに とって理想 の社 会 とは「正
しい人間が 自らの意 志 と選択 に したが って、正 しい コ ミュニテ ィを築 きあげ運営 してい く」 こ
とので きる ような社会 なのであ る(13)。ミラー は また次の よ うに も書 いてい る。
ピュー リタン国家は … 人問の意志の産物であ り、彼 らの理性の法に したが うものではあるけ
れ ども、同時に神 によって支配されているのである。 … 自由意志 と絶対的命令 とはしっか り
手 を握 りあっていたのである(14)。
ピュー リタンの理 想 に したが うと、個 人の意志 と選 択 に基づ く行為 は 「コ ミュニテ ィ」 と結
びつ いていなけ ればな らない。行 動 の 自由 はア メ リカに とって ほ とん ど強迫観念 と呼べ るほ ど
に 中核 的な価値 ではあ るけれ ど も、 それは 「勝 手気 まま」 を意味す るの ではない。個 人 の行動
が 「正 しい」か どうか は神 の意志 に したが った 「正 しい」 コ ミュニテ ィの建設 と維持に どれほ
どの貢献 をなす か どうか に よって判 断 され るので ある。 トックビルが、 アメ リカ を自由 な個 人
に よる 自由結社 の社会 であ る と特徴づ け たのは よ く知 られて い るし、 その後 も 「個 人」 と 「コ
ミュニテ ィ」 とに関す る論考 は数 え切 れ ない くらい書 かれて きた。 この膨大 な文 献 をていね い
に見直 す こ とは、本稿 の限界 をは るかに超 え るが、 ア メ リカ人 の行動 の変化 を 「内的志 向」 と
「外 的志 向」 とい う概 念 であ らわ し、 日本 で もよ く知 られ てい るデ イビ ッ ド ・リー スマ ンが次
の よ うに述べ てい るこ とは注 目に値 す る。
多 くの観察者にとって … 自由放任主義経済や功利主義哲学などのスローガンのもとに、外
的な束縛か ら解放 された人々は、荒々 しくまた毒々 しい個人主義者、覇権主義者に見 えるか もし
れない。 しかし … 「個人主義」を押 さえ込 もうとして動員 される集団的制裁 に抗 して、彼ら
が超然 としてい られ るのは、彼らが自己抑制の規範をしっか りと内面化 していたか らに他 ならな
い。 … 過去三百年、開拓や植民地建設あるいは産業 といったフロンティアの先頭に立ってき
た勇猛果敢 な人々は、ふつ う一定の社会規律 にのっとって行動 し … 高い道徳的原則 を胸に抱
いていることが多か った … 。私が 「内的志向」 と名付けたのはこのような人々の特性である。
彼 らは内面化 され た目的や理念 に したがって行動 したために、実際 よ りも個人主義的 に見 え
た。 … そして彼 らが内面化 した理念は、古い伝統 の残存物 を多 く含 んでいたために、彼らは
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往々にして温情主義的であ り、自由主義への名 目的な信念に もかかわ らず、彼 らの もたらした革
新によって引 き起 こされた諸問題 を解決す ることに も意を用いた(15)。
むろん 『孤独 の群衆』 におけ る リー スマ ンの テー マ は 「内的志 向」 か ら 「外 的志向」へ の移 り
変 わ りで あっ た し、 その後 さ らに 「仲 間志 向」 に移行 した と述べ てい る(16)ように、 「個 人 主
義」 その ものの 内容 は、 この数 十年間 で大 い に変化 した。 しか し引用の最後 の部分 に関 して、
ア メ リカの 「フィランス ロピー」 の伝 統 が、今 日も脈 々 と息づ いてい るこ とを指摘 してお きた
い。 カー ネ`一 、 フォー ド、 ロ ックフェ ラー とい った経 済界の雄 が財 団 をつ くって大学や美術
館 あ るいは病 院や 図書館 に大金 を投 じたのは、 た しか にア メ リカ的伝 統 と呼ぶ にふ さわ しい。
彼 らが、 自らの努 力 と才能 によ って稼 ぎ出 した大 金 を 「コ,ミュニテ ィ」 のため につ ぎ込ん だの
は、 罪滅 ぼ し とい う以上の 「義務 感」 に基づ くもの であ った。 カー ネ ギーが、 フ ィランスロ ピ
ー の事 業 を 「富 の福 音」 とい う宗教 的 ターム で表現 した こ とは、 この点か ら大変 意義深 い。 ア
メ リカの 資本 主義 は、他の どんな資本主義 と較べ て も遜 色の ないほ ど毒 々 しい ものであ るこ と
は間違 いが な いに して も、 その背後 に宗教 的 な正 義感 が様 々 な形 で存在 してい ることは見逃 し
てはな らない。
ア メ リカの個 人主義 の原点 に個 人的 な動 機 のみ を求 め よう とす るのは 間違 いであ る。 そこに
は 「コ ミュニ ティ」 と 「正義」 の観 念が つね につ いて まわ る。や っか いなのは、先 ほ どの クロ
ジエの指摘 の とお り、 この 「正義 」が二分 法 の論 理 「彼 は有 罪か無 罪か」 と結びつ い
てい るこ とで ある。 ア メ リカ的 な正義 が相 手側 に とって も正 義 であ るときには 「千万人 といえ
ども吾往か ん」 とい うア メ リカの勇猛果 敢 ぶ りは拍 手喝采 を受 け、「さすが ア メ リカ」 を再認
識 させ るこ とにな る。 その逆 の場合 には、 もともとア メ リカの正義 を信 じてい る人々の問 では
「それ で もアメ リカか」 とい う反 応 を引 き起 こ し、は じめか らア メ リカ を評 価 して いない人 々
の間で は 「し ょせ んア メ リカ」 とい う嘲笑 を招 くだ ろ う。(ち なみ に基本 線で ア メ リカ を評価
してい ない人が、 あ る特定 の案件 に関 してア メ リカの行 い を好 ましい とみ なす場合 には 「はか
らず もアメ リカ」 とな るの だろ うか。)
「正義 」 の観念 に支 え られ た 「タフ ・ガ イ」 とい うテーマ は、 「西部 のガ ンマ ン」 に典 型 的
に見 られ る。彼 らは多 くの場合 、限定 され た地域 とい う意味 での コ ミュニ ティの住 民で はな く
「流れ 者」 で はあ るが 、ア メ リカ とい う 「想 像 され た コ ミュニ テ ィ」(17)の住 民 であ るこ とに は
変 わ りはな い。 インデ ィアンや メキシ コ人、 あ るいは東部 の大企業 がア メ リカの正 義 を脅かす
悪 であ る、 とーい う合 意が成立 して いる ときには、 どこか ら ともな くあ らわれた 「西部 のガ ンマ
ン」 が正義 を まもって くれた。(む ろん、 イ ンデ ィア ンや メキ シ コ人や東部 の大 企業 に とって
は、迷 惑 な話 だ った。)全 体 主義や 共産 主義や伝 統 主義 が アメ リカの正義 を脅か す もの とい う
合意 が広 く行 き渡 って いる ときに は、大 統領や五 つ星 の将軍 に率 い られ た軍隊がそれ らを蹴 ち
らして くれ た(む ろん、共産主 義や全体 主義者や 伝統 主義者 に とって は、迷惑 な話だ った。)
日本 人が 、 日本 は遅れ てい る、 もっ と 「近代化 」 しなければ な らな い、 と知 識人に しか られ、
それは その通 りだ と悩 んで いた ころ、「よい社 会」の モ デルは圧倒 的 にア メ リカであっ た。 叱
りつ け た知 識 人に とって も、 その叱責 に真剣 に耳 を傾 けた一般 の人々 に とって も、 日本の 「近
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代化 度」 をはか る物差 しはア メ リカであ った。 そ こで 日本 人は、 ジョン ・ウェイ ンに しびれ、
「怒 れ る十 二人 の男」 に感動 し、 マ ッカー サー に感謝 し、 ケネデ ィに憧 れ、 キン グ師に心 か ら
の拍手 を送 った。 しか しカ ンター と、彼が代 表す るアメ リカのや り口には悪 口雑 言の 限 りを尽
くした。
だが、 ジ ョン ・ウェイ ンが インデ ィア ンの酋長 と部族 に臨む態度 、 ケネディが フル シチ ョフ
とソ連 に臨む 態度、 キン グ師が クー ・クラ ックス ・クラ ン と白人エ スタブ リッシュ に臨 む態度、
マ ッカー サー が天皇 と日本 に臨 む態度 は、 カ ンター が橋 本龍太郎 と 日本 に臨む態度 と基本 的 に
違 って いた わけで はない。彼 らはいずれ も 「ア メ リカの正義」 を背景 として、敢 然 と悪 に立 ち
向か う 「タフ ・ガ イ」 の ヴァ リエー シ ョンなの であ る。
む ろんア メ リカ社会 にお け る 「タフ ・ガ イ」 の位 置づ け は、西 部開拓 時代 か ら今 日まで様々
な変遷 を とげて きた。 組織や科 学やマ ス コ ミが支 配す る社会 と 「ワイル ド・ウェス ト」 とでは、
「タフ ・ガ イ」 の タイプ も変 化せ ざる をえない。 に もか かわ らず、 た とえば ランボーや ロッキ
ー とい ったフ ィ クションに話 をか ぎって も、 そこにはや は り 「ア メ リカ人が フロンテ ィア時代
か らつ ちか って きた原初的 な生 命力 を発揮 す る 自由人 肉体 と精神 を極 限 にまで活動 させ 、
苦境 をしの ぎ、 い ろん な意 味で非人 間的な世界 に人 間的 な価 値 を実現 す る ものの姿 が あ る」(18)。
いや む しろ、組織や科 学 にがん じが らめに なってい るか らこそ 亀 井氏の言葉 では 「非 人間
的 な世 界」 で あれば こそ ア メ リカの 「原初 的 な生命 力 を発揮す る自由人」へ のあ こが れは、
いっそ う強 くな るのか もしれな い。
「タフ ・ガイ」が活 躍す るための 必要最 小 限の条件 は、 自然環境 で あれ経 済環境 であ れ、 あ
るいは政治社 会環 境 であれ、 「ア メ リカの正義」 を脅 かす悪 の存在 で あ る。 日本 の経 済 は個 人
の選 択 の 自由 を束縛す る、 まさに 「非人 間的」 な制度 だ と、 アメ リカ人 の 目には映 る らしい。
そ して、 その非 人間的 な態度が ア メ リカの経 済 をいためつけ てい る とした ら、野蛮 であれ不作
法 であれ、 あ るい は(WTOの 規定 に したが えば)違 法 で あれ、 「タ フ ・ガ イ」 は、 それ に立
ち向か い、相手 を叩 き潰 さず には いな い。 いや む しろ、 野蛮や 不作法 や違 法 は 「タフ ・ガ イ」
の典 型 的性 格 と言 わねば な らない(19)。
カンター は、む ろん役 者 として小粒 であ る し、「タフ ・ガイ」 につ き ものの 明 るさ、 親 しみ、
清廉i潔癖 とい うイメー ジを もたない。 その姿勢が よ くない し、顔 つ きもやや陰気 だか ら、一般
的 な意 味で の 「タフ ・ガイ」の イメー ジには合 わ ないか もしれ ない。 しか しこれ らは、 「タフ ・
ガ イ」 の本質 に とっては二 次的 な性質 で あ る。「敵 なが ら天 晴れ」 な ど とい うのは よほ ど特別
の例外 で あ って、攻 め込 まれ る側 に してみれ ば、「タフ ・ガイ」 な ど とい うの は イヤ な人 間に
決 まって い る。先 ほ ど引用 した ウィルキ ンソン も、ア メ リカ史上最 もタフであ るとされ るア ン
ドルー ・ジャ クソンや ジ ョー ジ ・パ ッ トンに対す る評価 が さまざまで あるこ とを指 摘 した うえ
で、 タフ ・ガ イへ の強 いあ こがれが、 その うらで、過剰 な攻撃性へ の警戒心 を呼び起 こ して き
た と記 して い る(20)。カ ンター の交渉 ス タ イルが ア メ リカ国 内で も批 判 の対 象 とな って い るこ
とは既 に紹介 した。「あ こがれ」 と 「恐怖」 とい う二 面性 を解 決 るため に、「タフ ・ガイ」の観
念 の中に 自制 心や 道徳 性が組 み込 まれ るこ とに なるが、 それ は基本 的 にア メ リカの正義 を信 じ
るものの立場 であ って、 ア メ リカの正 義 を 自らの正義 としない側 に とっては、「タフ ・ガ イ」が
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嫌悪すべ き存在であることに変わ りはない。
カンター も、時代が時代であれば、すなわち日本が教科書的なアメ リカの民主主義や 自由主
義経済 を全面的に受け入れていたころであれば、「正義の味方」 として、あるいは 「内的志向」
の具現者 として、好 ましいタフ ・ガイの評価 をえたかもしれないのである。しか し、「いつ」と
特定す ることはむつか しいが、 日本はアメ リカの正義に疑いをもち始めた。逆に言えば、 日本
はつい最近 までアメリカの正義をあまりにも純真に受け入れて来す ぎた。その傾向は、社会学
や 「文化評論」においてとくに顕著であった。ここでは詳 しくとりあげる余裕がないが、いわ
ゆる 「日本特殊性論」における日本評価の浮沈、あるいは日本は特殊であるか どうか という関
心そのものが、「アメリカの正義」への評価 と表裏一体 をなしてきたことは指摘 してお きたい。
カンターは 「アメリカの正義」への信頼が確かでな くなった時代に登場 したために、気の毒
な評価 を(少 なくとも日本では)受 けることになった。 しか し彼は、アメリカの 「タフ ・ガイ」
の伝統 と彼 自身の義務感にしたがって 「正 しく」行動 したまでのことであ り、アメリカその も
のが単純な二分法の論理を克服 しないか ぎ り、またアメ リカが 「島国根性」(21)を克服 しないか
ぎり、必然的に繰 り返 し立 ち表れて くる 「アメリカン ・タフ ・ガイ」(21)の雛形の1人 なのであ
る。
ひるがえって日本の側では、カンターを代表 とす るアメリカの一方的手口に憤慨す るのはけ
だし当然であったにせよ、カンターの中に 「古きよき時代」のアメリカの、 しびれるような「タ
フ ・ガイ」の姿 を垣間みなかったのは(い やむ しろ、古きよき時代の 「タフ ・ガイ」の中に、
カンターの姿 を予知 しなかったこと、 と言 うべ きだろうか)、 アメリカに勝 るとも劣 らぬ単純
さであった と言える。世間の論調は、いちじるしく 「これでもアメリカか」に傾 き、少なか ら
ぬ 「文化人」が、彼 らの職業的伝統に したがって 日本人を叱責するための範をヨー ロッパに求
めるようになった(「 ゆとり」論者の多 くはこの範疇にはいる)。そ して実際、アメリカの振る
舞いは 「無理 を通せ ば道理がひっこむ」 を地で行 くようなものであったことは議論の余地がな
い。(日 本が市場を開放せねばならぬのか どうかの議論は私の能力を超 える。)し か し、「これ
でもアメリカか」の背景 となっているアメリカへの複雑な思いを正面から検討 してみる時期が、
社会科学に とって も一般の知識人に とっても訪れたのではないだろうか。カンターは、そのた
めの貴重な手がか りを与えて くれたように思 う。
6.結 論
ハーバー ト・ガンズは、アメリカにおけるイギリスのイメージについてのエ ッセイで、外国
のイメー ジは自国の夢想を反映している、 と論 じている(22)。すなわちイギリスは 「イー トン
やオックスブ リッジで教育を受けた公僕が、無私の精神に基づ き、階級利益や 自らの野望 を,忘
れて公務に献身 し、力はないけれども愛すべ き貴族 というスパイスをきかせなが ら民主的な国
家を実現している」国 とい うイメージが支配的であった。 このイメー ジの中心には育 ちはよい
がそらそうぶらず、公共心に満ちなが らきわめて個人主義的な 「ジェンルマン」が、長い伝統
の中で醸成 されてきた智恵を、上品なブ リティッシュ ・アクセン トで語っていたのである。そ
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れ は単 な るイ メー ジでは な く、 ア メ リカは そ うい うイ ギ リスに憧 れ、 自らもそ うな りたい と願
っていたの だ。
とこ ろが1960年 頃か ら、 この伝統 的 なイ メー ジは もう一つ のイ メー ジに とってか わ られ る。
それに よる とイギ リス人 は 「異常 な までのエ ネルギー とバ イ タ リティに満 ち、人 目をはばか ら
ず懐疑 心 と皮 肉 を まき散 らす、 セ ッ クスの権化」 とな った。 それ は映画 やテ レビや音楽 を通 じ
て熱 狂的に受 け入 れた イメー ジであ ったが、 こ こで もまたア メ リカ人は 自らの 国にはな い もの、
自 らには禁 じられ てい る もの をイ ギ リスの 中に見て いた。 イギ リスのエ ンター テイ ンメン トは、
ア メ リカ人 がひ そかに抱 いていた文化 的欲 求 を満 た して くれたの だ。
ガ ンズの テーマ は、 ほ とん どその まま 日本 がア メ リカを見 る目にあてはめ るこ とがで きる。
日本人は野 茂の活 躍ぶ りへ の熱狂 を通 じて、 見たい アメ リカ像(さ すがア メ リカ)あ るいは旧
本 もこうあ りたい とい う像 を表現 し、 カンターの傍若無 人ぶ りを非 難す るこ とで、 見 た くない
ア メ リカ像(こ れで もアメ リカか)あ るいは 日本は こ うあ りた くない とい う像 を表 現 したので
あ る。
む ろん野茂 の活 躍す る舞 台 と、 カ ンター の活躍す るi舞台 とは異 な る。 さ まざまな利害や 思惑
が複雑 に絡 まって いる政 治や経済 の世 界 とは異 な り、 スポー ツの世 界 は、 む しろそ うい う複 雑
さ、胡散臭 さか ら解 放 され るこ とが最 大 の魅 力に なってい る。変 身に よる立身出世 とい う 「ア
メ リカン ・ドリー ム」 と 「タフ ・ガ イ」 の伝 統が、 日常 生活 とは一 応峻別 され た世 界 で、簡単
明瞭 な形 で見 られ るのであ る。 白人 も黒 人 も、 あ るいは メキシ コ人 もキューバ人 も、 そ してつ
い には当面 の競 争相手 であ る 日本 人 まで もが国際連合 を組 んでチー ムに貢 献す る、 とい うの は
ア メ リカの建 国の理 想 に ピ ッタ リあて は まる。 ア メ リカ人 は、 この 「メル テ ィン グ ・ポ ッ ト」
を見 て、 ほ んの いっ とき 「ア メ リカ ン ・デ ィレンマ」 を忘 れ るこ とが で きるの ではないだ ろ う
か。 それは、 野茂 に熱 狂す る 日本 人 につ いて も言 えるこ とだ。(も っ ともそ こには、力 道 山が
空手 チ ョップ でルー ・テー ズ をや っつ け るの を見 た とき と同 じ、強 いナ シ ョナ リズムが働 いて
い るこ とも確 か であ る。)い つの こ ろか らか、 ア メ リカが おか し くな って しまった とい うニュ
ー スばか りを聞か されて きた 日本 人 に とって、 野茂 と、野茂 を受 け入れ た大 リー グは 「そ うで
あってほ しいア メ リカ」 を再確 認 させ て くれ たので ある。
カン ター を通 してみ た 「そ うで あってほ し くな いアメ リカ」 は、 野茂 のケー ス とは一見 逆の
よ うでは あ るけ れ ども、 日本 人の憤 りの う らには、信 じてい た ものに裏切 られた落胆が確 か に
あ った。大 国が小 国 を力 を押 さえ込 む、 とい う例 は、歴 史上枚挙 に い とまがない。 に もかか わ
らずア メ リカの強権 ぶ りが 、 とくに大 きな憤 りを買 ったのは、 強権 の対象 にな ったのが他 な ら
ぬ 日本で あ ったこ との ほか に、 それが他 な らぬア メ リカに よってな された、 とい う要素 が大 き
い。冒頭 に見 た各新 聞 の社 説が、 カ ンター の横 暴ぶ りに憤 りなが ら、一 方では 日本 も市場開放
につ とめ る必要 が あ る、 とい う指 摘 を忘 れ なか ったのは、 ア メ リカの 「や り方 」 と 「考 え方」
との ギャ ップ に悩 む 日本 の姿 をよ く現 してい る。 日本 人は、 ア メ リカは もうだめ だ、 とい う落
胆 を覚 え る うらで、 ほん とうの とこ ろはア メ リカに もうち ょっ と 「ちゃん と」 していて ほ しい
のだ。
先ほ ど引用 したガ ンズは同 じ論文 の 中で、ア メ リカが イギ リスに対 して もっ とい るイメー ジ
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は 、 現 実 の イ ギ リス と は 別 物 で あ る が 、 も と も と 他 国 に 関 す る イ メ ー ジ と い う の は 自 国 の 都 合
に 合 わ せ て 作 り 出 さ れ る も の だ と書 い て い る 。 大 リー グ の 影 に は 経 済 的 な 思 惑 と 人 種 問 題 が 潜
み 、 カ ン タ ー は 「タ フ ・ガ イ 」 の 一 変 形 で あ り、 ブ レ イ デ ィ と 並 ん でCCW法 が あ る 。 そ れ が
ア メ リ カ の 現 実 な の だ 。 「正 し い 」、 「一 貫 し た 」 理 解 な ど 、 し ょ せ ん な い も の ね だ り で あ る。
日本 は 「ア メ リ カ の 正 義 」 を あ ま りに も無 批 判 に 受 け 入 れ す ぎ て き た 。 わ れ わ れ は こ れ か ら先
も そ れ を 信 じ 続 け て い くの だ ろ う か 、 あ る い は 、 ア メ リ カ に と っ て の イ ギ リ ス が ジ ェ ン トル マ
ン の 国 か ら 奔 放 な セ ッ ク ス の 国 に 変 化 し た よ う に 、 「日本 の 都 合 」 に 合 わ せ た 新 し い イ メ ー ジ
を 生 み 出 し て い く の で あ ろ うか 。
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